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［作業療法学専攻部門］ 

 

【著書】 

 徳永雄一郎，早坂友成，稲富宏之 編著：うつ病治療の最新リハビリテーション-作

業療法の効果，昭和堂，2010. 

 

【原著論文】 

 吉田 健，中山広宣，後藤純信，森田喜一郎：探索眼球運動を指標とした脳血管障

害者の視覚情報処理機能．臨床神経生理学，38(6),371-378,2010． 

 福井信佳：労働市場における障害者雇用に関する制度の分析．日本職業・災害医学

会誌，59(1)，8-12，2010 

 福井信佳：我が国における障害者の離職率．日本職業・災害医学会誌，59(6)，266-269，

2010 

 村田郁子，福井信佳，平林伸治：障害者用就職レディネスチェックリストの医療現

場での有効性．日本職業・災害医学会誌，58(3)，145-149，2010 

 山田隆人，辻郁，三橋俊雄：脳血管障害を有する方の住宅改修後における日常生活

活動の遂行頻度の改善内容，デザイン学研究，57（5），53-60 ，2011.1 

 大友健治，四本かやの，長尾徹：急性期脳卒中患者に対する座位訓練法の検討～実

際の医療現場で行われている方法の調査～．保健医療学雑誌，1(2),31-47 ,2010． 

 

【研究報告】 

 後藤純信，中山広宣，山崎貴男，杉 剛直：視空間認知障害の早期スクリーニング

法の確立とリハビリテーションへの応用.文部科学省研究費補助金研究成果報告

書,2010.3.22. 

 橋本卓也：「社会福祉実践における意思決定過程に関する実証的研究－葛藤経験の現

象学的分析－：第一報」， 平成 19～21 年度 文部科学省科学研究費補助金 （基盤

研究（B）研究代表者：鳥海直美（四天王寺大学）課題番号 19330137；研究体制 8

名）. 2010.3． 

 

【講演】 

 中山広宣：研究と論文．リハビリテーション臨床研究会，福岡，2010.5.22． 

 吉田 文：作業療法士が出来るアウトリーチ〜地域移行支援・地域定着支援のため

に．（社）大阪 精神科診療所協会，（財）精神障害者社会復帰促進協会，大阪精神

障害者地域生活支援連絡協議会，大阪府こころの健康総合センター．チサンホテル

新大阪，大阪府，2011．3．26． 
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【学会発表】 

 Goto Y, Yoshida T, Hayasaka T, Nakayama H：Utility of exploratory eye movements in 

patients with neurological and psychiatric diseases. 29th International Congress of Clinical 

Neurophysiology.koube.2010.10.29． 

 Yoshida T,  Nakayama H, Goto Y：Visual information processing in patients with   

unilateral spatial neglect (USN): A study of the evaluating an exploratory eye 

movement.29th International Congress of Clinical Neurophysiology.koube.2010.11.1． 

 中村泰子，中山広宣，村上 歩，他 2 名：聴覚刺激が視覚情報処理機能へ与える影

響．第 44回作業療法学会，宮城，2010.6.11. 

 吉田 健，中山広宣，後藤純信：脳血管障害者における運動視刺激を用いた視覚認

知機能の検討．第 44 回日本作業療法学会，宮城，2010.6.13． 

 吉田 健，夜久加代子，後藤純信，中山広宣：左半側空間無視における注意喚起に

よる効果．保健医療学学会第 1回学術集会，大阪，2010.12.4． 

 中村泰子，中山広宣，高嶋幸男，松永栄治：脳室周囲白質軟化症小児の視覚情報処

理機能と聴覚刺激の影響．保健医療学学会第 1回学術集会，大阪，2010.12.4. 

 中山広宣：保健医療学学会第 1回学術集会長．2010.12.4. 

 Yoshida A , et al：Understanding and image of Mobility Service Dogs. 15
th
 International 

Congress of World Federation of Occupational Therapists, Santiago Chile, 2010.5.4-7.  

 吉田文他：介助犬に対する認識とイメージに関する調査．第 2回兵庫補助犬研究会，

兵庫県，2010.7．10． 

 吉田文他：青年期の発達障がいがある方の地域生活支援に関する実践報告．第 26

回大阪府作業療法学会，クレオ大阪单，大阪府，2010．10．31． 

 福井信佳，高畑進一：障がい者の種類別離職率の推移．第 58回日本職業・災害医学

会学術大会，千葉，2010．11．5． 

 福井信佳，村田郁子，平林伸治，橋本 寛：肘離断者に対する筋電義手の使用経験．

第 26回日本義肢装具学会学術大会，埼玉，2010．10．23． 

 福井信佳，中川正己，村田郁子，田中智恵，高畑進一：日本における障がい者の離

職率．第 44 回日本作業療法学会，宮城，2010．6．11． 

 中川正己，福井信佳，村田郁子，田中智恵，平林伸治：片手で可能なインスリン自

己注射用自助具．第 44回日本作業療法学会，宮城，2010．6．11 

 橋本 寛，黒石義明，福井信佳，平林伸治：筋電電動肘義手の製作経験．第 17回日

本義肢装具士協会学術大会，東京，2010．7．17． 

 山田隆人，辻郁，三橋俊雄：脳血管障害を有する方の住宅改修後における日常生活

活動の遂行頻度の改善内容，平成 22年度日本デザイン学会第 4支部研究発表会概要

集，36-37，2011.2 

 寺村健三，山田隆人，大井達雄，長辻永喜， 萩原美智子，尼寺謙仁， 伊藤倫之，馬
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場昌子：浴室における手すりをもちいた立ち上がり動作時に足底にかかる水平応力

の検証，第 30回近畿作業療法学会誌，101-102，2010.11 

 山田隆人，馬場昌子，長辻永喜：シャワーチェアからの立ち・座りを想定した手す

りに関する研究 -その２- －手すりの距離の違いと足底および手すりにかかる応

力について－，日本福祉のまちづくり学会第 13 回全国大会概要集，1A-4，1-4，2010.8 

 長辻永喜，馬場昌子，山田隆人：シャワーチェアからの立ち・座りを想定した手す

りに関する研究-その１- ～椅子からの立ち・座り時の手すり･足底への荷重のかか

り方～，日本福祉のまちづくり学会第 13 回全国大会概要集，1A-3，1-4，2010.8 

 山田隆人，馬場昌子：住宅改造研修修了者が捉える他の専門職種との連携組織作り

の意向 －建築技術者の他の専門職種との連携組織作りの意向に関する研究－，日

本建築学会学術講演梗概集，1371-1372，2010.8 

 山田隆人，馬場昌子：建築技術者の他の専門職種との連携組織作りの意向に関する

研究 －建築技術者を対象とした住宅改造研修会修了者の住宅改造相談の実施状況

－，日本建築学会近畿支部研究報告集，705-708，2010.6 

 大友健治：急性期脳卒中患者に対する座位訓練法の検討～医療現場で行われている

方法の調査～．第 44 回日本作業療法学会，宮城，2010.6.22． 

 

【研究助成金】 

 椎葉健太郎：摂食嚥下介助の有効性と安全確保の指針：医療福祉現場の人材育成に

eラーニング応用. 産学連携による実践型人材育成事業 －専門人材の基盤的教育

推進プログラム－平成 22年度 1000 万円 

 

【学位取得・研究業績に対する受賞】 

 吉田 健，夜久加代子，後藤純信，中山広宣：保健医療学学会第 1 回学術集会長賞．

左半側空間無視における注意喚起による効果．2010.12.4． 

 中山広宣：日本作業療法士協会功労表彰．2010.6.12. 

 足立 一：修士（学術），精神障がい者に対する雇用支援の実態調査．2010.3． 

 

【教育業績】 

 早坂友成：作業療法学専攻における相互関係学習システムの開発と実践，2010.9. 

 山田隆人：大学生になる前に，大阪保健医療大学入学前オリエンテーション資料，

2010.12 

 椎葉健太郎：e-learning を用いた摂食・嚥下訓練の教育方法の開発，2010.12. 

 

【社会貢献活動】 

 吉田 文：宮川医療少年院講師 
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 吉田 文：特定非営利活動法人日本介助犬アカデミー理事 

 吉田 文：朝原宣治. 大阪保健医療大学公開講座「ケガに負けない身体づくり」． 

大阪 保健医療大学，大阪府，2010.3.19． 

 吉田 文：精神障害者社会復帰促進協会・大阪府作業療法士会：大阪府障がい者地

域以降促進強化事業−花開かそう！ＯＴの超職種連携〜地域以降の実践報告．エル大

阪，大阪府，2011．3．4． 

 福井信佳：認定作業療法士取得共通研修：管理運営講師．日本作業療法士協会，東

京，2010．8． 

 福井信佳：認定作業療法士取得共通研修：管理運営講師．日本作業療法士協会，大

阪，2010．7． 

 橋本卓也：大阪市介護認定審査会委員 

 橋本卓也：大阪市社会福祉協議会（介護保険苦情解決専門相談員） 

 橋本卓也：大阪市西成区地域包括支援センター：地域ケア会議スーパーバイザー 

 橋本卓也：大阪市住吉区地域包括支援センター：高齢者専門部会・実務者会議スー 

パーバイザー 

 橋本卓也：大阪市鶴見区地域包括支援センター：地域ケア会議スーパーバイザー 

 橋本卓也：大阪市東住吉区地域包括支援センター研修会講師ならびにスーパーバイ 

ザー 

 橋本卓也：障害者自立支援協議会委員（住之江区） 

 橋本卓也：NPO 法人「みらいず」監事（知的・発達障害児・者，要介護高齢者支援 

領域） 

 橋本卓也：NPO 法人「自立生活夢宙センター」（重度障害者の自立生活センター）運 

営委員 

 山田隆人：大阪市介護認定審査委員 

 山田隆人：大阪市障害認定審査委員 

 山田隆人：東大阪市介護保険住宅改修適正検証調査員 

 山田隆人：東大阪市住宅改造助成事業適正検証調査員 

 山田隆人：福祉用具の理解と活用，高齢者・障がい者向け住宅改造研修会，住宅改 

造建築技術者研修運営会議（主催） 

 足立 一：大阪市障害程度区分認定審査委員 

 足立 一：SST を活用した福祉的就労実践について. 平成 22 年度大阪市障害児・者 

施設連絡協議会第 2回学習会, 大阪市立社会福祉センター, 2010.12.1. 

 足立 一：触法障がい者に対する SST の実際. 大阪府人権協会相談員スキルアップ 

講座, A わーく創造館, 2010.12.18-19. 

 足立 一：SST 普及協会 認定講師. 2010.10.4. 

 足立 一：知的障碍者への SST. 第 28回京都 SST研究会, 長岡ヘルスケアセンター,  
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2011.2.26. 

 山田隆人：リハビリテーションにおける連携の課題，医療法人博悠会リハビリテー 

ションスタッフ勉強会，医療法人博悠会. 

 山田隆人：作業療法士からみた住宅改修のポイント，会員会勢委員会女性分化会シ  

ルバーライフ研究会例会，大阪府建築士会. 

 

【その他】 

 吉田 文：認知症の在宅介護について.「原田伸郞のびのび金曜日」，ラジオ関西，

2010．12．3． 

 吉田 文：書評「よくわかる！アニマルセラピー 動物介在療法の基礎とケースス

タ 

ディ」．作業療法，44（11），2010． 

 吉田 文：ちきゅうぎ「ようこそ介助犬！〜米国と日本の介助犬事情」．作業療法，

30（1），113−119，2011． 

 

【所属学会・学会認定資格・学会役員等】 

 中山広宣：日本臨床神経生理学会，日本統合失調症学会，Psychiatry and Clinical 

Neurosciences，保健医療学学会（会長），作業療法査読委員，日本作業療法学会査読

委員,久留米大学高次脳疾患研究所研究員，認定作業療法士， 

 吉田 文：日本作業療法士協会（生涯教育部専門作業療法士制度委員会委員），（第

36 回理学療法士・作業療法士養成施設等教員講習会大阪地区運営委員），精神障害

者リハビリテーション学会，日本病院・地域精神医学会，大阪府作業療法士会（理

事） 

 福井信佳：日本義肢装具学会（評議員），日本職業・災害医学会，日本作業療法協会

（認定作業療法士），（学会演題査読委員）, 大阪府作業療法士会, 保健医療学学会

（第 1回保健医療学学会第学術集会実行委員長） 

 橋本卓也：日本作業療法士協会，大阪府作業療法士会，日本社会福祉学会，ソーシ

ャルワーク学会，日本保健医療社会学学会，障害学会，日本発達障害学会，保健医

療学学会 

 早坂友成：日本うつ病学会，日本臨床神経生理学会，日本精神障害者リハ

ビリテーション学会，認知神経科学会，日本作業療法研究学会, 臨床精神

科作業療法研究会, World Federation of Occupational Therapists，日本作業療

法士協会（事業部），日本作業療法士連盟，大阪府作業療法士協会, うつ

病作業療法研究会（事務局長） 

 山田隆人：日本作業療法士協会（学会演題査読委員）, 大阪府作業療法士会（庶務

部）, NPO 法人福祉と医療と建築による住居改善研究会（運営委員）, NPO 法人福祉
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と医療築による住居改善研究会, 保健医療学学会 

 足立 一：日本作業療法士協会（学会演題査読委員）, 大阪府作業療法士会, 日本

精神障害者リハビリテーション学会, SST 普及協会, 日本職業リハビリテーション

学会, 心理教育・家族教室ネットワーク, 犯罪心理学会, 矯正教育学会, 保健医療

学学会 

 大友健治：日本作業療法士協会（学会演題査読委員），大阪府作業療法士協会，保健

医療学学会 

 椎葉健太郎：日本作業療法士協会 

 

  


